
 

 

報道関係者各位                                ２０１７年７月４日 

東京急行電鉄株式会社 

三菱商事株式会社 

三菱地所レジデンス株式会社 

大林新星和不動産株式会社 

 

東京急行電鉄株式会社、三菱商事株式会社、三菱地所レジデンス株式会社、大林新星和不動産株式会社の４社

が手掛ける分譲マンション「ドレッセＷＩＳＥたまプラーザ」（以下、本物件）が２０１８年９月に誕生します。

本物件は、「次世代郊外まちづくり」が目指す、暮らしに必要な機能が生活の徒歩圏内に整い、誰もが安心して

住み続けることができるまち「ＷＩＳＥ ＣＩＴＹ」（※１）を具現化し、良好な住宅地とコミュニティの持続・

再生に寄与します。 

 

本物件は、東急田園都市線「たまプラーザ」駅徒歩４分という恵まれたエリアに位置しており、ＣＯＵＲＴ

［Ａ］・［Ｂ］・［Ｃ］からなる総戸数２７８戸の分譲マンションです。低層階には、地域のコミュニティ活性化の

核となる複合利便施設「ＣＯ－ＮＩＷＡたまプラーザ」として、居住者以外も利用可能なコワーキングスペース、

保育所や学童保育施設、コミュニティカフェ、イベント広場などを備えています。高齢者が安心して暮らすこと

ができ、同時に若い世代を惹きつける機能を充実させることで、多世代の交流や活動を促進します。 

 

本年２月～４月には、各事業者の会員向けにＣＯＵＲＴ［Ａ］（全８８戸）の優先販売を行い、即日登録申込

完売しました。お申し込みいただいたお客さまの約７割が、青葉区を中心とした周辺エリアにお住まいの方で、

持家比率は８割程度と、「住みかえ」をお考えの方に評価を頂きました。４月下旬から一般販売として、資料請

求ならびに完全予約制の事前案内会を開催しており、７月８日にはゲストサロンがグランドオープンする予定で

す。 

 

本物件が位置する「たまプラーザ」駅北側地区は、郊外住宅地のさまざまな課題解決を目的に、２０１２年か

ら、横浜市と東急電鉄を中心に、「次世代郊外まちづくり」が進んでおり、産・学・公・民が一体となって地域

活性化に取り組んでいる地域です。本物件も、「次世代郊外まちづくり」の拠点として、生活の徒歩圏内に暮ら

しに必要な機能が整い、誰もが安心して住み続けることができる「コミュニティ・リビング（※２）」の取り組

みの一翼を担います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のコミュニティ活性化の核となるコワーキングスペースや保育所・学童保育施設などを完備 

「次世代郊外まちづくり」の将来像を具現化した 

「ドレッセＷＩＳＥたまプラーザ」が２０１８年秋に誕生 

会員優先販売の全８８戸が即日登録申込完売し、７月にはゲストサロンがグランドオープン 

外観イメージ 「ＣＯ－ＮＩＷＡたまプラーザ」イメージ 



物件概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地 神奈川県横浜市青葉区美しが丘一丁目８番１（地番） 

交通 東急田園都市線「たまプラーザ」駅より徒歩４分 

総戸数 ２７８戸〈会員優先販売済みＣＯＵＲＴ［Ａ］ (８８戸)含む〉 

住戸専有面積 ６１．９２㎡～１３０．８７㎡(予定) 

間取り ２ＬＤＫ～４ＬＤＫ(予定) 

構造／階層 鉄筋コンクリート造／地上１０階地下１階建（ＣＯＵＲＴ［Ａ］・ＣＯＵＲＴ［Ｃ］）・地上９階 

地下１階建（ＣＯＵＲＴ［Ｂ］） 

売主 東京急行電鉄株式会社（売主）  

国土交通大臣（１１）第２６２１号（一社）不動産協会会員 （公社）首都圏不動産公正取引協議会

加盟 〒１５０－８５１１ 東京都渋谷区南平台町５－６ 

三菱商事株式会社（売主）  

国土交通大臣（１４）第６４２号 （一社）不動産協会会員 （公社）首都圏不動産公正取引協議会

加盟 〒１００－８０８６ 東京都千代田区丸の内２－３－１ 

三菱地所レジデンス株式会社（売主・販売代理）  

国土交通大臣（１４）第４０８号 （一社）不動産協会会員 （一社）不動産流通経営協会会員 

（公社）首都圏不動産公正取引協議会加盟 〒１００－８１８９ 東京都千代田区大手町１－６－１ 

大林新星和不動産株式会社（売主）  

国土交通大臣（１４）第３１２号 （一社）不動産協会会員 （公社）首都圏不動産公正取引協議会

加盟 （一社）不動産流通経営協会会員 （公社）全国宅地建物取引業保証協会会員 〒１０２－０

０７４ 東京都千代田区九段南３－３－６ 麹町ビル 

施工 東急建設株式会社 

管理会社 株式会社東急コミュニティー（予定） 

建物竣工予定日 ２０１８年７月下旬予定 

入居開始予定日 ２０１８年９月下旬予定 

 

敷地配置図・現地案内図 



 

「次世代郊外まちづくり」の将来像「ＷＩＳＥ ＣＩＴＹ」を具現化するプロジェクト 

街をつなぎ、人と地域を結ぶ、「ドレッセＷＩＳＥたまプラーザ」が誕生 

街のコミュニティの核となる複合利便施設「ＣＯ－ＮＩＷＡたまプラーザ」 

 
これまでの住宅づくりとは異なるアプローチで設計された本物件は、住居機能だけでなく、地域の方もご利用

いただけるオープンスペース「ＣＯ－ＮＩＷＡテラス」をはじめ、コミュニティカフェ、保育所・学童保育施設、

コワーキングスペースを備えた複合利便施設「ＣＯ－ＮＩＷＡたまプラーザ」を有します。多世代交流、子育て

支援、街の利便性、地域の働く場の４つの機能をテーマにした“場”の創造と、イベントの開催や仕組みづくり

に取り組むエリアマネジメントの実施により、街・暮らしに更なる活気を創出します。 

 

「ＣＯ－ＮＩＷＡテラス」は、居住者だけではなく、地域の方々の交流の場としても機能し、街に新しい賑わ

いを生み出します。一年を通して凛々しく佇む常緑高木や、たまプラーザの象徴であり春の訪れを美しく告げる

桜など、さまざまな種類の木々を植樹し、四季の彩りを感じられます。 

 

 

 

 

暮らしの楽しみを育む、豊かな住宅共用施設 

屋上にあるコミュニティ菜園「スカイファーム」で季節の野菜を育て、収穫した野菜を建物内の共有スペース

「キッチンスタジオ」で調理するなど、本物件では活気ある暮らしを叶える機能を多く備えています。「コモン

ラウンジ」や、貸し切りでご利用いただける「ダイニングラウンジ」も、趣味を楽しんだり、仲間同士で交流を

深めたりと、シーンに応じて活用いただけます。自然豊かな中庭である「コートヤード」や、居住者への来訪者

を迎える２つの「ゲストルーム」も生活に彩りを与えてくれます。 

 

 

 

ＣＯＵＲＴ[Ｂ]・ＣＯＵＲＴ［Ｃ］の間にある、敷地の東西
をつなぐ階段状の広場。高低差を活かした３つのステー
ジでは、居住者や地域の方がイベントを開催でき、賑わ
いのある街角を演出します。 

ユリノキ通りに沿ってつくられる遊歩道型のオープ
ンテラス。利便施設の賑わいと木々の安らぎに包まれ
て、人々が集い、歩いて楽しい空間を創出します。 



 

多世代の多様な暮らしを叶えるプランニングと最新の設備仕様 

引き戸を採用するとともに水廻りのスペースにゆとりを持たせることで、車椅子の方も快適にお過ごしいただ

ける「高齢者配慮プラン」、隣り合う住戸に扉を設け、家族のつながりを叶える「二世帯隣居プラン」など、多

様なライフスタイルに応えるプランをご用意しました。 

全住戸にはエネファームおよびイッツコムのインテリジェントホームを実装。外からでも、スマートフォンの

使用によってお風呂のお湯張りや空調操作を行うことができます。 

災害時には、太陽光パネルや蓄電池、非常用発電機、ＥＶカーシェアの分散型電源を供給元に、共有部分の一

部の電気使用や各住戸の水道使用が可能。また、エネファームの停電時発電継続機能により、各住戸の専用コン

セントでも電力確保ができます。 

建築物の総合的な環境配慮への度合いを示す「ＣＡＳＢＥＥ横浜（横浜市建築物環境配慮制度）」において最

高ランクのＳ評価、住宅性能評価の省エネルギー対策において最高等級の４・５を取得するなど、環境と調和し

た暮らしが可能であるのも本件の特徴のひとつです。 

 

 

※１ ご参考：「次世代郊外まちづくり」が目指すまちの「ＷＩＳＥ ＣＩＴＹ」 
 

既存のまちが創りかえられ、良好な住環境とコミュニティの持続と再生が実現した郊外住宅地の将来像を、「Ｗ

ＩＳＥ ＣＩＴＹ（ワイズシティ）」と名付け、「次世代郊外まちづくり」が目指すまちの将来像として掲げてい

ます。「ＷＩＳＥ ＣＩＴＹ」とは、Ｗｅｌｌｎｅｓｓ・Ｗａｌｋａｂｌｅ＆Ｗｏｒｋｉｎｇ、Ｉｎｔｅｌｌｉ

ｇｅｎｃｅ＆ＩＣＴ、Ｓｍａｒｔ・Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ ＆Ｓａｆｅｔｙ、Ｅｃｏｌｏｇｙ・Ｅｎｅｒｇｙ

＆Ｅｃｏｎｏｍｙの頭文字をとった造語です。ＷＩＳＥという言葉には 「賢い、懸命な」という意味もあり、

ＷＩＳＥ「賢いまちづくり」を目指す、という思いも込められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ecology･Energy 

＆Economy 
環境負荷の低減と地域経
済の循環を図り、環境とエ
ネルギー、経済の観点から
再構築されたまち 

 

 Intelligence & ICT 

生活サービスや住民の参
画・活躍を、最先端情報技
術で支えるまち 

 
Smart・ 

Sustainable & Safety 

 生活サービスの総合的な連
携と継続可能性を図り、世
代が循環していくまち 

 
Wellness・ 

 Walkable & Working 

 多世代が充実したライフス
タイルを実現し、生き生き
と健康的に暮らせるまち 

WISE CITY 

（ワイズシティ） 



※２ ご参考：コミュニティ・リビング 

歩いて暮らせる適度な生活圏ごとに買い物、福祉、医療、子育て、コミュニティ活動など、地域に必要な機能

を空家や空き地、土地利用転換の機会などを活用して適切に配置し、それらを密接に結合させていく考え方。コ

ミュニティ・リビングを実現することで、住まいから歩ける距離に暮らしに必要な機能が整い、高齢化した住民

が自宅で安心して暮らせるようになります。「次世代郊外まちづくり」を進める上で、主要な理念として位置付

けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご参考：ＷＩＳＥ Ｌｉｖｉｎｇ Ｌａｂ 

 

「ＷＩＳＥ Ｌｉｖｉｎｇ Ｌａｂ」（ワイズ リビング ラボ）は、「次世代郊外まちづくり」の情報発信や基

本構想に基づくプロジェクトなどの活動拠点です。本施設はモデル地区である、「たまプラーザ駅北側地区」内

で東急電鉄が所有する土地・建物を活用し、「次世代郊外まちづくり」が目指す「ＷＩＳＥ ＣＩＴＹ」の体現

に向けた機能が導入されている３棟の建物から構成されます。 

 

 

 

所在地：横浜市青葉区美しが丘二丁目２３番１、３ 

面 積：３，８９２．３８㎡ 

所有者及び事業者：東京急行電鉄株式会社 

ホームページ：http://sankaku-base.style/ 

ＷＩＳＥ Ｌｉｖｉｎｇ Ｌａｂ中央棟（右）と西棟（左） ＷＩＳＥ Ｌｉｖｉｎｇ Ｌａｂ全体図 

時間貸し駐車場 

 


